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経済学研究第32巻第3号

『諸国民の産業』と『資本論』

一一マルクス「機械論」形成史研究(3)一一一

85 (625) 

吉田文和
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I はじめに

マルクスのいわゆる『機械論草稿』の公表によって， ~資本論』第 1 巻第

13章「機械と大工業」第1節「機械の発達」を中心とした理論形成過程にお

いて， ~諸国民の産業』第 E 部 (1855 年〉が重要な素材として利用されてい

ることが明らかになっているO だが『諸国民の産業』は著作名不詳というこ

ともあって，その所在を確認し，直接解読することは不可能であった。本書

第H部から，マルクスの『機械論草稿』に大部の抜粋が行なわれているにも

かかわらず，本書の全体構成と文脈が明らかでなかったため，マノレクスによ

る本書の分析と導き出された結論を評価することは困難だったので、ある。し

かし，このたび種々調査の結果，本書の発行者である，イギリスのキリスト
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教知識普及協会(Societyfor Promoting Christian Knowledg巴)から，本書(複

写)を入手することができた。

本書は， 1851年にロンドンで開催された第1回万国産業博覧会の展示内容

をもとにつくられており，本書の検討にはこの博覧会の性格と展示の分析が

不可欠である。そこで， 本稿では， ① 1851年第1回万国産業博覧会の性格

と展示の分析，②本書の全体構成と性格の分析，③本書第E部の各章ごとの

分析と，マルクスによる利用法の検討，④以上を通じて『資本論』における

機械分析の歴史的段階規定と， I機械の発達」論の意義と限界の確定，という

順序で、本書を検討することにしたい。

1)拙稿「マノレクス機械論草稿の技術論的検討Jr現代と思想』第21号， 1975年参照。

11 1851年万国産業博覧会

1851年の5月1日から 10月15日までロンドンのハイド・パークで開催

された万国産業博覧会は，世界最初の国際的な産業博覧会であった。参加国，

参加者の規模 (620万人〉もさることながら， J.パクストン(JosephPaxton， 

1801-1865)設計の水晶宮とし、う鋳鉄とガラスでつくられた巨大な陳列館で歴

史上その名をとどめている。この国際的な産業博覧会は，もともと技芸協会

の働きかけのもとで，ヴィクトリア女王の夫君，アノレパート親王 (Albert，1819 

-1861)が「技術の進歩とその産業への利用をすすめるという目的」で提案し

たものである。

外国の革命家が集まる，イギリスの技術が盗まれるなどの反対にもかかわ

らず，この産業博覧会が開催され成功したのは，やはり当時の「世界の工

場」としてのイギリスの経済と技術水準の高さにあった。たびたび指摘され3

てきたように 11851年の水晶宮万国博覧会において，イギリスはその『世界

の工場』時代の絶頂にあることを誇示した」。具体的には， イギリスは世界

の石炭の約3分の 2，鉄と綿織物の半ば以上を生産し，この博覧会でうけた

イギリス製品の受賞数は機械，金属，セラミック製品で外国(総計)を圧倒

していた。
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だがさらにわれわれにとって問題となるのは，この博覧会に展示されてい

る出品物の技術史的な評価である。 1850年といえば，イギリスはすでに産業

革命を終了していたが，大陸諸国とアメリカの産業革命は進行中であった。

このような段階の技術の到達点が 1851年の博覧会に示されていたのであっ

て，その全体的評価は博覧会の内容に則した分析にもとづいて下されねばな

らないであろう。

さて，博覧会の出品物は，観覧と審査の便宜を考えて，全体が①原料と未

加工品，②機械，③製造品，④造形芸術にわけられ，さらに 30の小分類(ク

ラス)が行なわれた。

1851年万国博覧会の展示分類表

第1セグショシーー原料と未加工製品一一人聞の産業が使用する自然製品を説明する。

第1クラス，採掘採石物，金属，鉱産物。

第2クラス，化学・薬剤過程と化学・薬剤j製品一般。

第3クラス，食料として使用される物質。

第4クラス，製造品，用具，装飾用に使用される植物，動物。

第2セクショ γ一一農業，製造業，エシジニアリ γグ等のための機械と機械的発明一一

人間の工夫が自然の産物にもたらした作用を説明する。

第5クラス，運搬，鉄道，船舶機構をふくむ直接使用のための機械。

第6クラス，製造用の機械と工具。

第7クラス，機械ェγジニアリシグ，土木ェγジニアリシグ，建築用装置。

第8クラス，船舶建造，軍事ェγジニアリシグと軍事建造物，兵器，防護服と装具。

第9クラス，農業・園芸用機械と用具。

第10クラス，理学器械と(その使用による諸過程をふくむ〕雑多な装置，音楽用具，

時計用具，音響用具，外科用具。

第3セクジョ γ一一製造品一一人間の産業の働きが自然の産物にもたらした結果を説明

する。

第 11クラス，綿。

第12クラス，羊毛，統毛糸。

第 13クラス，絹とベノレベット。

第 14クラス，亜麻からの製造品。

第15クラス，ショーノレをふくむ混繊維。

第16クラス，馬具，獣皮，毛皮，毛織物をふくむ皮革。

第 17クラス，紙，印刷，製本。
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第四クラス，紡織，フェノレト，繊維(プリ γ ト，染色用〕。

第19クラス，カーベットをふくむつづれ織， レースと刺繍，手芸品，工芸品。

第20クラス，個人用，室内用肌着。

第21クラス，刃物，手道具，外科用具。

第22クラス，金物類。

第23クラス，貴金属，宝石類，他の分類に入らない全てのぜいたく品。

第24クラス，ガラス。

第25クラス，陶磁器製造品。

第26クラス，室内家具，家内装飾品，壁紙，張子，漆器。

第27クラス，建築，装飾用に使われる鉱物製造品，大理石，スレート， 斑岩， セメ

γ ト，人工石。

第28クラス，織物，フェノレト物ではない動物・植物からの製造品。

第29クラス，その他製造品と小間物。

第4セクショ γ一一造形芸術，彫刻，模型，塑造芸術一般，モザイグ，エナメノレ一一人

聞の産業に利用されたものに示された趣味と技巧を説明する。

(出所，The Industry 01 Nations， 1852， pp. 166-167). 

この分類は，たとえば織布と染色物がそれぞれ機械的と化学的という理由

で分離されない利点はあったが，小分類においてはもともと異質なものが一

括される問題点をもっていた。外国からの展示は当初，国別には行なわない

予定であった。しかし，国別の出品情報が遅れたため混乱を避け会場を2つ

にわけて，外国用とイギリス・植民地用に区分した。

ところで，マルクスは博覧会当時ロンドンに滞在しており，当然これを観

覧した。 1851年 10月13日付のエンゲルスあて手紙で博覧会に関連してつ

ぎのようにのべている。

「…・・・近ごろは相変わらず図書館に通ってそこでおもに技術学やその歴史や農学を

勉強している。少なくともそれについてある種の見解をもつためにだ。……イギリス

人は，産業博覧会ではアメリカ人が栄冠を獲得してあらゆる点で自分たちを打ち負か

した，ということを認めている。 (1)グッタベノレカ。新原料と新製品。 (2)武器。連

発ピストノレ。 (3)機械類。除草機。播種機。 ミシシ。 (4)はじめて大規模に応用され

たダゲーノレ式写真。 (5)アメリカ人のヨットでの航行。最後に，自分たちは脊f多品も

供給することができるということを示すために，彼らはカリフォノレニア産金鉱石の大

塊を出品しそれといっしょに純金製の食器ー揃を出品したJ(Marx Engels Werke， 

Bd. 27. Berlin， Dietz Verlag， 1970. S. 359，邦訳『マノレタス・エシゲノレス全集』大
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月議!あ 1971年，第27巻， 307~308 ベージ。以下 11品、W. Bd. 27. S. 359， 307~308 

ベ…ジというように護書記する)0

この手紙で摺意、すべきは，ま 工に，博覧会が聞寵されている 9月末か

ら10月にかけて， r技術学やその塵史Jに関連して，ポッベ，ベvクマシ，

ニ丸一アの著書から多数の抜粋tをつくっている点である。とのことは，マノレク

スによる技術学と技術史研究の l契壌が 1851年の博覧会にあったことを

している O

第2に，マルクスがアメザカの出品物さと高く評鈍している点である。マル

クスがあげている (1)からの〉までのうち， (1) グッタペルカと (4) ダ

ゲーJレ式写真は必ずしもプメザカの出品物ではないが， (2)武器，連発ピス

トJレと， (3)機機類，除草機，揺種機， ミシγ誌たしかに博覧会で大へん注

目されたものであった。『諮問員の産業』第 i部は，アメリコちの出品物につい

て， r合衆閣の寄与立，その純粋に有用な性格によってきわだっている0・

アメリカの製品は， まったく見せるためではなく， 費用のためであるJ(p. 

213) とのベ，マコーミックのメ号取機とロビンス・ 7ンド.p レγス議会の

小銃が大きな関心をひいたことを示している。これらは，ともに互換性製品

で，とくに後者はイギFスに導入されることになった。このように，つぎの

う互換性技術がアメザカで生れ，イギザスの機機工業きとしのぐ基礎

をつくっていたのである。

1) The Times， Monday 13 Oct. 1851. p. 5.なお， 1851年の万国産援護義博覧会は， 以

下の公式出品開愛護と審交委員会報告が出寂されているc London， The Great Ex-

hibitio見， 1851. Exhibition o[ the works o[ industry o[ all nations 1851; 

o jficial descriptive and illust叩 tedcatalogue， Vol. 1~3， ed， by (Royal 

CommissionJ London Spicer Brothers. 1852. C以下 Cataloguet:略記する〕。

Londo持，The Great E'xhibition， 1851. Exhibitio抵 o[the works o[ industry 

o[ all持atio持s1851; reports by Juries 0冗 thesubjects in the thirty classes 

into which the exhibition部asdivided， V 01. 1 ~4， ed. by C及。yalCommissionJ 

London， Spicer Brothεrs. 1852. (以下，Re戸orts~乙略記する〉。また，博覧会の

し七，Lectures on the Results o[ the Great Exhibition o[ 

1851， delivered before the Society o[ Arts， Man話[actures，and Co持~merce，
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London， David， Bog総，沼田〔以下Lecturesと略記する〕。この他， C‘Hobhouse，

1851 and the Crystal Palace， (London， Morray， 1950). C. R. Fay， Palace 

of Industry， 1851， (Cambridge U. P. 1951)邦滋文献として，浜口隆一， ~U 口

広 fフ王国博覧物語』鹿島研究所出版会， 1966得。春以j行夫

ゆ67年。ぢ忠光邦 日本放送協会， 1970年。

2) G. S. Ford，“Internation対在五positions，"E:搾cyclopediaof the Social Sciences， 

(TheMacmillan Com. 1931) Vol. VI， p. 23. 

のD.S. L皐ndes，TheむinboundPrometheus， (Cambridge U. P. 196号)p. 124， 
石塚昭雄他ぷ Z函ヨ…戸ヅバ工業災お』みすず書房， 1官邸f仇 140ベージ。

4)これまで技術史の分野で， 1851年万関博覧会の内容を分析したものには， C. 

Sin諒ered.， A History of Tech持ology，(Oxford U. P. 1958)， Vol. 4， 5，平閲

覧，問中実飽訳『技術の歴史i 第 7~10 巻，筑摩義深， 1963-1964俸がある。

5) W. Whe、vell，マheGeneral Bearing of the Great Exhibition on the Progr側
of Art and Sciencε，" Lectures， pp. 22-23. 

6) MEW. Bd. 8. S. 671， 十円レグス・品γゲノレス全築J第8巻「マfレタス・品シゲ

ノレスの生活と活動 25ページo Karl Marx (H. P. M也llerher.) Die tech削

10 gisch-historisch側 Exzerpte，(Ullstein， WG， 1981)として発表された。とこの抜

粋の分析は刻干潟の諜惑としたい。

7) S， Giedion， Mecha持izatio持 takesComma詫d，(Cambridge U. P. 1948) pp. 152 

-153. GK研究所喜代 F機械化の文化史2鹿島研究所出j援会， 1977竿， 145-146ベー

ミ/0

8) The A錦 ericanSyste問。l'Manufact滋res，Introduction by N. Rosenber認

(Edinburgh U. P. 1969) p. 2 ff. 

前
車 の の全体講成と柱格

『鰭霞誌の産業Jは， 1852 

た欝留氏

業，第五

出較されたず1851年大博覧会で針示され

と， 1855年に出版された『諸国民の康

機銃製造業の現状についての緩観一-JJとからなっ

ている。表題の『語翻民 は， 1851年万障産業博覧会の正式題名11851

年の籍調産業作品の大博覧会J(Exhibition of the works of industry of all 

nations 1851)に由来するO 発行者はキヲスト教知識普及協会であり，とこのも

とで指名された一般学問・教育委員会の指導で出訴された。この団体は，

T.ブレ… (Tho訟 asBray，165&-1730)によって，英国教会をアメザカに組識す
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としてイングラ γ ドと

ンフレットを広める

ことにおかれてきた。しかし，その出援活動はたんに襲警や宗教パンフレッ

トにかぎられず，自然科学や産業についてのものもふくまれている。

本書のi査接の執筆者名は三ぶされていなし、。しかし，のちに検討するように，

博覧会の審査員関係者の複数によって，博覧会の出品自録や審査報告をもと

にして作製さたものと推定されるつ博覧会の審査員で，ヱド警に関係したとお

もわれるケシブリッジ大学教援抑パート・ウィザス (RobertWiJli器， 1800-1875) 

の勤労者むけ講義をマルグスは 1863年 1Ylに直接関いており， このウィ世

スから本警なすすめられた可能校がある。

本書は「序言jで，本書の立場について， I議械工や義人の労畿は，長い詣

ほとんど症尽されずにきたが，教脊のために新しい叢袈な関心を見出され，

多〈の材料を提供できるJ(p.じことがわかってきたという。そして「理学

(philosophy)と産業との結合の結果は議議を拡大し高めてきた。その結果

はまた理学の蔀潜に直接役立ってきたJ(p. 3) と，科学と産業との交流・結

といてし、 ~o まに博覧会は， Iこれまで， より下障の階級の労

働によって感じられてきた関心をつくり出し，ささえているJ(p. 4)とのベ，

して，製造品という「結果がえられる過程にづいてjの「た

めになる知識J(p. 1)を援供するという意図を明らかにしている。

さきのウィザスも，口851年の大博覧会の結果についての言葉畿』で， 博覧

会の闘的として r科学者と実際家の開のいっそう親密な結合と鑓頼関係
をすすめることJ，② r機核ご仁と職人に使われている方法と還兵のいっそう
全般的な知識を普及することJ(よectures，p. 296)をあげており，実際，この

?等監会を奨接にして，イギ予スの技術教育は穏震上大きな展開をとげたの

である)。こうしたことからみて，本警は労i勤者の技術教育用の参考擦として

されたもので、あるということができょう。

第1擦は第l章 f序言jのあと，第2奪「産業生産物博覧会の壁史Jで，

1851 といている (pp.21~24)。第 3 章「大博覧会の建物」
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(p.お笠)は， パクストン設計の水品寓の設計依頼の経過についてのべてい

る。第4章「建物の建設J(p. 37鳴，第鳴ら霊童 f作業の進展J(p. 56 ff)は，L1 

ヵ月としづ短期間で完成した水晶官の議設経瀧についてのべ，それを可能に

した援問について，第6霊堂「博覧会建物建設に使用された議議J(p. 87的は

デりッタ・グレーン，抑坂機，ボール盤，平期盤，ほぞ穴盤宅到jにとってく

わしく説明している。

第7童家「建物の全体的記重量J(p. 109妊)は， 完成した水晶宮の配置を解説

している。第8叢「大博覧会の閥会J(p. 142的は， 1851年5月18の，ピ

グトザア女王臨席の開会式の模様を再現している。第9意「大博覧会の内容

に例示された諸島氏の産業J(p. 164的は， 幾示内容の全体的紹介を行なっ

ている。第10意「博覧会の概史J(p. 234 ff)は， 10月158の閉会までの経

過と震についてのべている。各賞あわぜて紛糾のうち， イギジスは2039

舎と占め，なかでも機械，金属，セラミック製品で、外国の縁、計な上まわってい

た(pp.261 ~.262)。第 11 章以下は，原料を中心とした出品物の小分類(クラ

ス)にそった説明であるO 第11章「産業の原料一…一鉱物J(p. 269笠)は，第1

クラス「援揺採石誌物，金属，鉱産物jのうち，石炭をや心に，その採調方

法についての解説も子?なわれている (p.284)。第12箪「産業の原料一一化

学物質J(p. 321的は，第2グラスf化学・薬葎G過糧と化学・築部製品一般j

をもとにソ…ダ，総酸などの製造法について説明しているo 第13

の原料一一植物，動物J(p. 357訟は，第4クラス「製造品，f器具， 議簸用

に使用される植物，動物Jをもとに，木材や鱗議原料などについてのベ，最

後に， rこれらの原料を他の形につくりあげ，機緩や製造品へ転換すること

は，この本の結論部分の主題となろうJ(p. 411) とし，第H部への橋わたし

な有なっているo

1) The lndustry 01 Nations， as exemtlilied 仇 TheGreat Eとrhibition01 1851. 

1、heMaterials 01 lnd誕stry，published under the dir巴ctionof the committee 
of general Iiterature. and education， appointed by the Society for Promoting 

Christian Knowledge， London， 1852. The L持dustry01 Nations， Part Il‘A 
Survey 01 the existing state 01誌rts，掛achines，and manul.誌d話res.London， 
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1855. 

2) Johnson's New Universal Cyclopaedia， (New York， Alvin， J. Johnson & 

Son， 1878.) Vol. IV. p. 354. 

めたとえば，本書第E部末尾の広告によれば，つぎのようである。 Chemistry01 

Creation. Illustrations 01 uselul arts，押wnulactures，and trade (by C. 

Tomlinson). SCtかturenatural history. Textbook 01 zoology (by H. Gosse). 

4) 1851年の博覧会を契機とした，イギリスにおける技術教育の展開については M.

Argles， South Kensington to Robbins， (London， Longmans， 1964) Chapt. 1， 

2. 三好信浩「イギリスにおける工業化と教育の歴史的関連の考察一一万国博の教

育史的意義を中心にして一一JW社会経済史学』第40巻第5号， 1975年参照。

N r諸国民の産業』第E部の分析

第 H部は，つぎのような内容からなっている。

第1章.鉱業とその生産物。

第2章.機械的動力の源泉。

第3章製造機械一一第Iセクショ γ一一繊維過程。

第4章.製造機械一一第Eセクショ γ一一製紙・印刷機械。

第5章.製造機械一一第皿セクシヨシー一作業用機械。

第6章製造機械一一第Nセクショシ一一工芸に使用される機械。

第7章理学器械。

第8章.ガラスと磁器製品。

第9章.金物製造業。

第 1章「鉱業とその生産物J(pp. 1~59) は， r人類の大成功と機構の力

は，金属の存在なしにはありえなし、J(p. 59)とL、う立場から，鉄と非鉄金

属の鉱業と，精錬方法を解説している。博覧会は，製鉄に関連して，高炉・

パドル炉・圧延の作業を展示したほか (p.25)， A. クノレップ (AlfredKrupp， 

1812-1887)の鋳鋼塊と鋳鋼製品(ロール，車軸， 6ポンド砲)が賞を獲得し，

るつぼ鋳鋼法の炉設備と作業法の優秀性を示した。これは大型の鋼塊と鋼の

大量生産の重要性を明らかにしたものである (p.27)。しかし，H.ベッセ

マー (HenryBessemer， 1813~1898) の転炉法は， 1856年に公開されたので、展示

されなかった。
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マルクスの n861~1863 における 五部からの

抜粋には，こ 1章はふくまれてL、なし、。これはマルクスが， し

ては，もっぱら議機的労働手設に欝心をもっていたためであるとおもわれる。

1) L Beck， Die Geschiιhte des Eisens， Viert邑 Abteilung，(Braunschweig， 

Friedrich Vieweg und Sohn， 1899.) S. 780，中沢護人訳『欽の燦災五第4巻第3

分昔日，たたら書房， 1970年， 9ベージ。

2) Ebenda. S. 777~S. 778，邦訳ふ7ページ。

3) C. R. Fay， ot. cit.， p. 79. 

(1)原動機の分析

2霊友「機械的動力の課泉J(pp. 60~ 119)は， 蒸気機関会中心に「動力

の機械的澱幾の現状を簡単に鋭拐するJ(p. 61)ことを主張としているOとい

うのは「蒸気機関の外見についてよく知ってい くの人々も，その操撲が

く方法についてはっきりとした満足のいく考えをもっている入j伊.63)は

少ないからである。 3まず，本書は原動機(pri工関 mover)について，

にとって，第1に重要なものである。ぞれは製造業のすばらしい働き手であ

るJ(p. 61)と想定しているのそして，原動機を分類してつぎのようにのベて

いる。

昨蒸気機関や霊童滋気機関など若子のものは，その機関マピ動かすカを生み出すのであ

る。ぞれ以外のものは，水準-…・のように主主か，風車のようにさ安気の， 自然の主義動か

ら機械的動力を集める仕掛マあるにすぎないJ(pp. 61~62)o 

この記述は -<t ルクス n861~1863 年草稿3 ノート XIX-1175 で， その

まま技粋され，さらに f資本論』第l巻第 13章第1鮪「機誠の発建jにおい

て，以下のま口く震動機の定義に捜舟されている。

どのように，ぞれ自身の動力をさ住

み出すこともあれば，ままこ，若く主容が落水から，威主事が威からというように，外部の既

成の自然カから原動力を受け取ることもあるJ(MEW. Bd. 23. S‘3鈴， 487ベージ)。

さらに本警は議究機関などと水力などを比較してこういう。

「後退警の部類〈水力と威力一一引湾各〉にはいる機関は，本性Jコ，不安定かっしば
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しば間欠的で，たとえ不足しても人力では増やすことのできない力の供給に依存して

いる。それにたいして，蒸気機関やその同類の機械は，完全に人間の支配下にあっ

て，ひとはその活動を任意の大きさに高めることができ，必要に応じていつでも動か

せるしまた即座に止めることもできるJ(p. 62). 

以上の記述も n861~1863 年草稿』ノート XIX-1175 にそのまま抜粋され，

『資本論』における水力と蒸気機関についてのつぎの対比に生かされている。

「……水力は，任意に増加することもその不足を補うこともできなかった。……蒸

気機関は石炭と水を食って自分で自分の動力を生み出しその力がまったく人間の制

御に服し，可動的であるとともに移動の手段でもある 0 ・…J(MEW. Bd. 23. S. 397 

~S. 398， 492ページ)。

つぎに本書は，蒸気機関の各部分を説明し， (pp. 62~63)，蒸気ポンプ (p.

66)，筒振り蒸気機関 (p.67)，はずみ車 (p.70)，調速機 (p.71)について言

及している。このあと， 蒸気機関の具体的な作業例として， トランク機関

(p. 75)，環状シリンダー機関 (p.76)，ビーム機関 (p.77)などをあげている

が，そのうちボールト γ ・ウォット社の 700馬力の蒸気船用機関 (p.72)は，

『資本論』で「ボールトン・ウォット会社は， 1851年に大洋汽船用の巨大な

蒸気機関をロンドγの産業博覧会に出品したJ(MEW. Bd. 23. S. 398， 492~493 

ページ)となっている。

つづいて本書は，蒸気航路を分析して， r政府の助成に促進されて，蒸気航

路の技術は大きく進歩し，この 10年間にとくに船舶機関は，いくつかのもっ

とも重要な変更をうけたJ(p. 80)という。そのうちではスクリューの利用

が重要で、ある (pp.80~82)。これに対して，蒸気機関車の発明は「大へん最

近J(p. 83)のものであるという。本書はその最良の例として，ロンドン・ノー

スウエスタン鉄道(狭軌)とグレート・ウエスタン鉄道(広軌)とをあげて

いる (p.86的。以上の蒸気航路と鉄道については， n861~1863 年草稿』ノ

ート XIX-1204~1205に部分的に抜粋され， Ii資本論』で、は， r交通・運輸事

業は，河川汽船や鉄道や大洋汽船や電信の体系によって，しだし、に大工業に

適合するようにされたJ(MEW目 Bd.23目 S.405， 501ページ)と総括される。な

お，大規模な鉄道と汽船は， r原動機の建造に使用される巨大な機械J(向上〉
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すなわち蒸気ハンマー (p.225) を出現させるうえでも大きな契機となった

が，これについてはのちに再ひ、ふれたい。

つぎに本書は蒸気機関以外の原動機を紹介している。まず，J.エリクソン

(John Ericsson， 1803~1899) の空気機関 (air engine)あるいは熱気機関 (caloric

engine)に注目する。この機関は作業流体として空気を利用して熱損失を防ご

うとしたもので，船舶用と工場用につくられた。しかし，経済的にはひきあ

わず (p.100)，技術学的にみても装置が大きく重すぎ，速度も商業上の要請

に応えられなかった。しかしこのェリクソンの機関は，実用化されなかった

とはいえ，今日のガスタービンにその原理が生かされている。マルクスは

n861~1863 年草稿』ノート XIX-1176 で，エリクソンの機関についての

記述を抜粋し， ~資本論』においても， Iそれ自身の動力を生み出すJ(MEW. 

Bd. 23. S. 393， 487ベージ)原動機の 1っとしてとりあげている。

さらに本書は，風車 (p.104)，水車 (p.105)，水力タービン (p.106)，水

圧プレス (p.108旺)を紹介しているが，これは『資本論』の記述，すなわち

「現代におけるターピγの発明は，水力の産業的利用を多くの制限から解放

しているJ(MEW. Bd. 23. S. 398， 493ベージ，注98)に生かされている。

第2章の末尾は電磁気機関つまり電動機について検討しているO 木書はロ

シアのヤコビ(兄Ko6u130pnc CeMeHOBUq， 1801-1874)が彼自身の電動機を非実

用的とみなしているとのベ (p.114)，これにはたちいっていなし、。それに対

してデンマークの s.ヨルト (SqlrenHjorth， 1801-1870)とアメリカの c.G. 

ページ (CharlesGrafton Page， 1812-1868)の電動機をとりあげている。これら

は蒸気機関のピストン機構に似たもので，ソレノイドに鋼鉄の磁心が引きこ

まれる往復運動をクランクで回転運動に変えるのである。本書は，電磁気機

関が今後利用されるかどうかは，技術学的な問題よりも，蒸気機関とくらべ

ての経済性の問題であるとのべている。 (pp.118~ 119)。しかし，電動機の完

成には，技術史が示しているように，その後の技術学的な改良の積み重ねが

なお必要であった。

a以上のようにみてくると，本書第2章「機械的動力の源泉」は， ~資本論』
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第1 13 jl奪第工節「機械の発達」 る，蒸気機関合中心とした，

機についての規定の基礎となっていることは明らかであろう。熱空気機関子

議磁気機関についての評価もそのままひきつがれている。しかしあく支で，

その考察の大部分は濃気機欝が点めていることも磁かである。

1) W. F. Durand，“J. E工icsson，"Dictionaη 01 Ame抑制 Biogratlty，(N開

York， Charlεs Scribner's Son， 1931) Vol. VI. p. 173. 

2) Jl“ Jl. Ee.ll統制δ，I1CTOpH況報epr巴T別巴CKO良 Tex郎総， H3.naHue OTOpO君，
MOCKBa， {focy.napcTB郎防告側叩reTJ1<!eCKOeH3.naT君.1!bCTBO}1960， CTP 191-193. 
山崎俊雄「スター 1)γグ熱きを気機関HはぐるまJI1981年3月号， 12-13ページ。
3) J. C. Michalowicz， "Origin of the Electric Motor"， blectrical E持gineering，

November 1948， pp. 1038~l039.. UJ義経後支援・木本忠昭F後気の技術史Jオ…ム払

1976 :tふ 72ベ一九

(2)繊維機械の分析

本書第3章「製造機誠，第 1-l!グション，議維渦程J(pp. 120~ 181)は，

Gグラス「製造郊の機械と工兵jの一部である繊維機械をあつかっている。

本警はこの穫の機械を「ぞれが可能であるならば，工業労働にたずさわって

いる人爵自 とってかわる機離であるJ(p. 120)と し， 自動誌のもっ

ともすすんだ段階にあった繊維機械を特設づけている。マノレタス泣 n861~

1863年草稿Jノ…ト XIX-1l76において，この部分合抜粋しているが，とく

に繊維機誠に援定せずに， r製造機議Jについての幾まさとしてうけとってい
る。本議は紡績と織布の2薄汚にわけで考察を行なっている。ま

ついて欄綿機から精絵畿にいたる各機械を解説している (pp.122~ 130)。こ

れは『資本論3において，f機械の連鎖体系Jの典型とされるものであるが，す

でに='-ーア やず技術辞典』がよりくわしく拐らかにしてい

た。したがってマルクスはこれについて特別に技粋，税同はLていなし、。本

書はこのあと， 自動停.u二猿震まについて説明しているが，のちの方議撲の自

停止装置 (p.157) とあわせて， rr資本論3では， r横棋の自動体系」

として， rたと
盤や持の糸巻

たった l本の糸が切れても結績壌をひとりでに止める

がなくなれば，すぐに改良蒸気織機を止めてしまう自動
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停止器は，まったく近代的な発明であるJ(MEW. Bd. 23. S. 402， 498ベーのと

言及されている。

紡績機に関連して， 本書は糸巻をつくる自動機械について， r綿糸をまき

とるために多くの糸巻が使われるので，糸巻をできるだけ速く経済的につく

ることが重要となるJ(pp. 134~ 135)と規定している。この自動式糸巻製造

機は『資本論』において， rイギリスでは， やっと 1850年ごろから， 作業

機の道具のうちで機械で製造される部分がますますふえてくるようになる」

MEW. Bd. 23. S. 394， 489ページ，注91)として定式化されている。

本書はつづいて，綿以外の羊毛，亜麻，絹用の製造機械について解説し，

(pp. 137 ~ 148)，つぎに織機についての説明にうつる。力織機については，旧

式のものと改良された力織機とを比較して， r緯糸がなければ， 動こうとし

ない」自動停止装置 (p.157)を説明している。この力織機の部分は， H861 

~1863 年草稿』ノート XIX-1184 で，そのまま抜粋され， ~資本論』では，

「ことに力織機の最初の形態では，旧式織機の再現が一目で認められる。そ

の近代的な形態では力織機は本質的に変わった姿であらわれるJ(MEW. Bd 

23. S. 394， 489ベージ，注90)と言及されている。

このあと本書は，整経機 (p.158)にふれ，ジャガード織機についてくわし

く解説している (pp.159~ 163)。 この他， クローセン円形織機 (pp.164~ 

165)や靴下織機 (pp. 166~167) ， レース編機 (pp.167~168) ， ミシン (pp.

174~176)，更紗捺染機 (pp. 177 ~ 181)を説明している。以上の部分はH861

~1863 年草稿』ノート XIX-1176~1177 に抜粋されているが， ~資本論』に

おけるクローセン織機についての記述 (MEW.Bd. 23. S. 392， 486ベージ)，

シンについての記述 (MEW.Bd. 23. S. 396， 490ベージ)， 四色更紗捺染機につ

いての記述 (MEW.Bd. 23. S. 413， 510ベージ)はこれにもとづいている。

以上の検討から，本書第3章「製造機械一一一繊維過程」は， ~資本論』で

規定される「機械の連鎖体系J，r機械の自動体系」の典型例を提供したとい

うことができる。また，機械発生の2系列の 1つ， r単純な手工業からあらわ

れる機械J(ノート XIX-1l87.K. MapKc IIφ. 3HreJIbc. Co可llfIeHllll，TOM 47， 
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3KOHOMII'leCKall pyKOllbCb 1861-1863 ro，n:OB， ((凶3且aTe~bCTBO llO~IITII'leCKO員~IITepa-

TypbI>> 1973， CTp. 442. 中峯照悦・伊藤龍太郎訳 n861~1863 年草稿抄』大月書庖， 1980

年， 94ベージ。以下 CTp.442， 94ベージというように略記する) としての力織機と

紡績機もこれにもとづいて定式化され，それぞれ機械の「空間的集合J，r機

械の連鎖体系」として『資本論』で規定されるのである。

(3)製紙機械，筒封製造機械の分析

第 4章「製造機械，第Hセクション，製紙機械と印刷機械J(pp. 182~220) 

は，第 17クラス「紙，印刷，製本」をあつかっている。まず本書は，製紙機

械を紹介して，その「基本的原理は，繊維物質を細くくだいて，水とにかわ

質を加え，そのかたまりを紙に散布し，余分な水をとったあとを乾すことで

あるJ(pp. 182~ 183)とし、ぅ。これは「すばらしい製紙自動装置 (automaton)J

(p. 183) である。本書はパルフ。をつくる準備工程と抄紙工程にわけて各々を

くわしく解説している。そして，この自動装置をつぎのように特徴づけてい

る。

「このすばらしい自動装置において完全に具体化されている成功には二大要素があ

る。あらゆる製造技術において考慮すべきもっとも重要な事柄の 1つは，生産の連続

1生である。中断なしに生産を遂行できる製造機械は，もっとも完全で、もっとも経済的

な機械である。……第2の点でも，この機械は完全自動というみごとな構造を示して

いる。……それは，人間からはなんの援助も受けなし、0 ・H ・H ・-・なんらかの点でたすけ

がし、るとしたら，それは偶発的な故障を除くためで、あって，製造をたすけるためでは

ないJ(pp. 190~ 191)。

マルクスは n861~1863 年草稿』ノート XIX-1l79~1l82 にかけて，この

製紙機械についての記述を大部分抜粋している。マルクスの注目点はなによ

りもまず， r自動作業場J(ノート XIX-1l80)としての製紙機械にある。本書の

さきの引用部分を総括して， r[機械に体現されているのは1 生産の連続性

(原料の通過する加工の諸段階が切れ目なくつながっていること)， 自動性

(人聞はただ偶発的な故障を除くために〔必要な]だけである)， 作動の高

速性。作業の同時性も機械によって増大するJ(ノート XIX-1l80，CTp. 432， 78~ 

79ベージ〕と定式化する。『資本論』はこれをうけて，繊維関係以外の「機械の
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自動体系」の典型として製紙機械を位置づけ， r生産の連続という点でも自

動原理の一貫という点でも 1つの実例とみなしてよいものに，近代的な製

紙工場があるJ(MEW. Bd. 23. S. 402， 498ベージ)とのべているのである，

第2の注目点は， rマニュファクチュアからあらわれる機械」としての製

紙機械である。ここで、マルクスは，準備工程についてつぎのように分析する。

「この製造業は，まさに，化学的過程と機械的過程とを交互に行なうため，マニュ

ファクチュアの形態にあっては[内部が]非常にばらばらであったJ(ノート XIX-

1179， CTp. 431， 76ページ)0l'マニュプ 7クチュアあるいは手工業から機械[制生

産]に移るさいには，機械そのもの[による加工]に向けて，準備工程がしばしば非

常に増える。それは， これから加工を受ける綿花やノミノレプなどの原料を純粋に機械的

な処理にゆだねるためには，原料をこれまでよりもずっと均整のとれたむらのないも

のに整えておかなければならなし、からであるJ(向上， CTp. 431， 77ベージ)。

こうして，機械制生産のために準備工程が増加しその準備工程をふくめ

た機械体系化が行なわれる典型として，製紙機械が位置づけられるのである。

これはのちに， rマニュファクチュアからあらわれる機械」のうち， rかつて
のばらばらな作業にかわって機械の体系J(ノート XIX--1187，CTp. 443， 94ベー

めがあらわれると規定される。

つぎに本書は，封筒製造機械をとりあげ，手作業での方法と対比してこれ

を説明する。 1839年の郵便法改正によって郵税が削減され，それ以降，郵便

・封書の量が急増した。そこで封筒への需要が膨張し，封筒製造機械が生産

されたのである。

「普通の生産方法では，折ること，のりをつけること，圧印加工することなどは，

個々別々の工程になっていて，封筒は全て 1枚ずつ別々にこれらの各作業にかけられ

なければならないので，読者は機械の利用によってえられる節約についてのかなり適

切な考えをもつことができる。手労働を使用する結果として製造業の各段階が孤立し

ていることが生産費を非常に高くする。損失は主として， 1つの工程から他の工程へ

たんに移動することから生ずるJ(p. 200)。

マルクスは n861~1863 年草稿』ノート XIX-1183 において， この封筒

製造機械をとりあげて， r最初のごく短いあいだ手工業的に営まれると，それ
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からマニュファクチュアに移り，続いてまもなく機械で営まれるようになる」

(CTp. 436， 84ベージ)ものの 1っとして位置づけている。そして，ノート XIX

-1187では， 1"ばらばらな諸作業にかわって 1台の複雑な機械があらわれる」

(CTp. 443， 94ベージ)マニュファクチュアからの機械と規定し， ~資本論』に

おいて， 1"マニュファクチュア的に特殊化された各種の簡単な用具の組み合

わせJ(MEVI. Bd. 23. S目 399，494ベージ)の機械の「空間的集合」の典型とする

のである。なお，本書のさきの部分は， ~資本論』第 12 章第 3 節で，マニュフ

ァクチュアを特徴づける「分立化された諸機能のあいだの関連を確立し維持

するためには，製品を絶えずある職工から他の職工へ，また 1つの過程から

別の過程に，運ぶことが必要であるJ(ME駅 Bd.23. S. 364， 452ベーのとし

て，注 35で引用されている。

さて本書はつぎに，活字鋳造機 (p，204)を解説しているが，その前に手労

働による活字鋳造をくわしく記述する (pp.203~204)。 これは， マルクス

n861~1863 年草稿』ノート XIX-1183 で「分業にもとづくマニュファク

チュアの実例」として抜粋されている。そして，その実例を使って，分業の

「倍数原理」が例解されている。『資本論』では，第 12章第3節で「マニュ

ファクチュア的分業は，社会的労働過程の質的な編制とともにその量的な規

準と均衡をも発展させるJ(MEW. Bd. 23. S. 366， 454ベーのとして使われて

いる。本書はこのあと， 1"植字機J(p. 205)， 1"蒸気動力式印刷機J(p. 206)， 

「輪転機J(p. 210)， 1"ホー型 10方給紙輪転機J(p. 217)などを解説して本章

をおえている。

以上みてきたように，本書第4章は『資本論』との関係でみれば，まず第

1に， 1"機械の自動体系」の 1典型としての製紙機械を提供したのみならず，

マニュファクチュアとマニュファクチュアからあらわれた製紙機械，封筒製

造機械，活字鋳造機を示している。これは本書が手労働jとの対比においてこ

れらの機械をくわしく説明したからである o n861~1863 年草稿』から『資本

論』にかけて，一方で「機械」論が「機械と大工業」論として総括され，他

方で「分業」論が「分業とマニュファクチュア」論として総括されていくさ
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いに，これらの事例は，その素材として大きな役割を果したのである。

1)各工程の番号はマノレクスによってつけられたものである。なお，博覧会で展示され

た一連の製紙機械の中心は， B. ドγキγ(BryanDonkin， 1768~ 1855)の会社の

ものであった (Reρorts，p. 420)。

2)春山行夫，前掲書， 174~175 ベージ。

3)なお， ~資本論』における記述， 11862年のロ γ ドγの産業博覧会に陳列されたア

メリカ製の紙袋製造機は，・…ー1分間に 300枚をつくりあげるJ(MEW. Bd. 23. S. 

399， 494ページ)は， n861~1863 年草稿』ノート XIII-747 (~剰余価値学説史~)に引

用された， rスタ γダード』紙1862年9月19日付の記事にもとづいている (MEW.

Bd. 26. III. S. 578， 782ページ)。

(4)工作機械の分析

第 5章「製造機械，第Eセクション，作業用機械J(pp. 221~250) は，第

6クラス「製造用の機械と工具」の一部をあつかっている。本書最大の貢献

部分である。本書はまず工作機械の基幹性をつぎのようにのべている。

「鉄を加工する機械の構造は，絹や綿のやわらかい，繊細な繊維をとりあっかうよ

うな機械と大へんちがっているに相異ない。力をいっそう大きく発揮することが前者

の機械に必要で，これには作業部品の複雑な仕掛をともなわざるをえない。これらの

よりかたい物質のために使用される機械は必然的に大へん簡単であり，同時にそれ白

身のなかで，大へん強力に結合されている。しかし，多くの機械的工夫がこれらの機

械の構造に示され，これまでのものよりいっそう重要な位置を占めると考えるのは大

へん正当である。なぜ、なら，他の機械がつくられたのは，これらの機械が用具として

使われたからである。蒸気ハγマーや旋盤，きりなどがなかったら，印刷機械や力織

機，硫綿機のような機械はつくれなかったで、あろうJ(pp. 221 ~222)。

マルクスは n861~1863 年草稿』ノート XIX-1l85 で「機械[製作]工

場」という項目でこの部分を引用して， [""機械による機械の作製の重要性」を

つぎのようにのべている。

「…・・機械によるに製品の〕質の改善…ーの効果は，生産過程にとっては二つの意

味で重要である。 (1)…・一原材料の一様性その他が， それをひきつづ、き機械で、加工す

るための条件なのである。 (2)機械や理学器械の諸要素を製作する場合は，一様性や

形状の数学的厳密性などがなおいっそう重要になるJ(CTp. 439， 89ベージ)。

そして， ~資本論』において， マニュファクチュアの技術的限界をのべたと
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ころで，Iたとえば近代的印刷機や近代的蒸気織機や近代的硫綿機のような機

械は，マニュファクチュアによって供給されることはできなかったので、ある」

(MEW. Bd. 23. S. 404， 500ベージ)とこの部分が使われているのである。

本書はつづいて機構(メカニズム)についてつぎのように定義している。

「どんな機械にも，その機械がそのためにつくられた目的の仕事を実際に行なう一

定の部分があって，機構は工作の対象である原料にたいしてそれらの部分が行なう適

切な関係運動 (properrelative motion)を生み出すことのみに役立っている。これ

らの仕事をする部分というのは，機械がそれをもって作業をする道具のことである」

(p目 222)。

この機構の定義は，さきのロパート・ウィリスのものに類似している。ウ

ィリスは，第6クラスの審査員で審査報告の執筆者をかね， 111851年の大博

覧会の結果についての講義』において， 機構について， I作動部は機構によ

って組み合わされており，その各々が仕事の本性によって要求される法則に

したがって動くJ(よectures，p. 302)， I単純機構は，……1つの運動を他の運動

に変換することに示されているJ(Ibid.，)とのべている。本章の執筆者は直接

には確認できないが，以上の部分からウィリスかその学説をうけつぐ人によ

るものと推定されるのである。

マルクスは1I1861~1863 年草稿』 ノート XIX-1185で「原動機と伝導=

伝動機構とし寸機械の他の部分から区別されたものとしての作業機」という

項目を立てて，この機構の定義を引用してこうのべている。

「これは正しい。人聞が労働するさいに使用するもろもろの道具が，機械において

ふたたびあらわれるのである。ただし今度のそれは，機械が用いてはたらく道具であ

るJ(CTp. 440， 90ベージ)。

このように，マルクスは機構の定義を確認し，機構への道具の結合に注目

しているのである。本書はつづけて，機構に結合される道具について，その

道具の製造が別個の部門で行なわれているとのべている。

「紡績とその準備過程やあらゆる種類の織布ならびに製紙などの機械には，たとえ

ば紡錘とフライヤーや，みぞっき戸ーラー，硫きぐし，多種多様な針布，織機の糸巻
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の金約など， 1議々な作業をする道具があるが，これらの物品の製作

は五三てそれぞれがJJIJ繍の部門をなしていて，機械をつくる人々とはちがった穏類の職

人t，こよってつくられているJ(p. 222)っ

?ノレタスは，以上:の記述にしたがって，ノ…ト XIX-1186で， r[機械と道

との〕第 1[のちがし、は次の点、にある〕機棋にあって誌最初からこれらの

道具の結合があらわれるj として， 下機誠における道具の絡会」合3つに分

している (CTp.440， 91ページ)。第1の結合は，さきの記述をうけて (p.

222)， r機棋は 1合で、関持にたくさんの道具合使ってはたらく」もので，紡療

機械と勃錘，琉錦機とくし，などの関係である O また， 1"それに加えて機械

は，はじめから，これらの作業機とそれに運動制限える額構との結合，さら

に，その機構を動かす原動機との総合でなければならない」やTp.440， 91ペ

ージ)とLづ。この第lの結合は. u"資本論3においては， r発途した機敏j

と艶交官される。第2の結合は，すでにみたような髪紙工場，紡積工場などの

f漣続ずる生産過程において，原料が通過してゆく種々の機械を潮互に総合し

てそれらを悶ーの原動力によって動かすという結合J(CTp. 440， 91ページ)

であるoIr資本論Jにおいては， r機械の連鎖体系jと規定される。第3の結

合は，すでにみた織機などの「一群の作業撲が，それぞれに対応する前段階

の準備機棋と…作業携の内部で結合芯れ，同ーの動力によっていっしょに動

かされるJ(crp. 441， 91ぺ{ジ)ものである O ここには， r単純協議の原理」

が適用iされる。「資本論』では，機棋の時的集合j と規定さF，れるの

以上の3つの結合を総括して， r労{勤者の用具から， 一機構の道具に転化
したとき，選ゑにかわって機械があらわれるJとまとめられている。このよ

うに，本議の機;撲の定畿と，これまでの「機械の自動体系jや「議誠の連鎖

体系」についての分析をもとにして， r'機誠と道具のむを行ない， 機械

における議具の議結合会分室長し，これが f資本論』で「発達した機械J.r磯
i践の連銀体系J，機嫌の「空主題的主義合j とL、う規定となっているのであるc

つぎにヌド護は各穏の工作機脱を解説している。 まず第l拭， J.ナズミス

(James Nasmyth， 1808~1890) ンマーである。このハンマーは結綿の
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外輪車議の鍛造用として開発され (p.226)，これによって鍛接が可能となり，

京く製鉄に料用された。「ハンマ{は自動翠理にもとづいており， やっと卵

のカラが割れるだけの力から最高 500トンものものすごい圧力まで，あらゆ

るレヴェノレの打撃を加えることができるJ(p. 225)という内容たふくな蒸気

ハ γマーについての記述は，マルクス n861~1863 年率稿占ノート XIX-

1206~1207 に;おいて， 大部分が絞粋されている。そのなかで， つぎの部分

は， r資本論~ (MEW.‘Bd. 23. S. 3号'8， 492ベ…めにそのまま使われている。

「見通しのたつジェームズ・ウォットは，その〈蒸気ハγマ一一一引用者〉可能性

にういて考えていたことは切らかであち， 1784年4月にとった特許際綴警のなかで，

蒸女機関空〉ピスト γ絡を重いハシγ …かきね?とつないで，鉄その自納金属の鍛造にjお

ることを憾にのべている (p.227)。

そのftE，この蒸気ハンマ{についての記述は， If資本論J勺数多く{捷われ

ている (MEW.Bd. 23. S. 406~S. 407， 502~503 ページ. S. 411， 508ベ…ジ)。

本番はつづいて，ライダーの特許鍛造機械を説明する (pp.229~231)。

本論』に才お占:けナる「紡錘言安r轍造一すFるために土比乙較的d小、翠の蒸気ノハ、ン?…を{授吏舟す

るライタダ〆=守、一の特詰

41μ1， 5泌08ベ…ジめ〉という記述はこの部分 (ωp.2お31υ)にもとづいている O

そのあと，求書はザベッタ (pp.231~お4)，蒸気りベッタ (p. 235)警押抜機

(pp. 236~部7)，シャー (p. 237)を考察している。このうち，マシチ zスタ

のフェにプベアン (Willi制 Fairbairn，1789-1874)が発明したザベッタ比ボ

イラ…，艶鮒，鉄管橋の製造に現われたが，この発明は fボイラ…製造工;の

約15年鵠のストライキに端まど発しているJ(p. 232) と言言及されている。 こ

れに対して n861~1863 年草稿J ノ{ト XIX-1208 において， ["'ストライ々

にかんするこの議論はじつにおみごとだJ (CTp. 471， 140ページ}として引

用され， LF資本議J第13章第5鯨「労機者と機械との劉争J(MEW. Bd. 23. 
はさみ

S. 459， 570ページ，注210) でもふれている。また，シャーは「欽のおばけj

(MEW.総.2:1. S. 406， 503ベ…ジ)と特徴づけられてL、る。

ぎに「機械を製造するために，密動機械を利用することJ(p. 238) 
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して， り台の歴史と意義についてくわしく解説を行なっている。

fヘシリー・モ-;7，、リ氏がいまから約40年ほど前， 機被安〉主主E主にFおいられる道系
と機械にすべりの原還を導入した。この荻窪の導入がなかったらわれわれば機械の

製作において今日めような滋んだ段階にまで、到達することはできなかったぐ、あろう。

いまのべている原理は，人聞の予をこかわってパイトを徐持し，それをど切削する物の凶

にあてかつ工長もの遼動に方向をJ与える 1つの機械的仕掛に兵体化dれ，この仕掛によ

ってこ仁具の刃は加工対象の聞にそってあるいは面と交差して完ぺきな精確容で動くよ

うに拘策されるので，労働滋はほとんど筋肉念行使すること々しに基本的な幾何学的

形状一一複線，年部， F弘円筒， F守錘，球一ーをどれでも，議言語の熟練労働者のそ手が

どんなに経験をつんで‘も獲得できなかったほどの容あき，jE穣さ，泌さでもってつく

りだすことができるのでるる。すべりの原理は工具送りおとして兵体イとされ，いまで

はあらゆる旋盤の…部となっており，変彩iされてゆぐり機や平潟議長，立概数，ぶ…ノレ

綾などにも応用されている。この旋畿の附援物は-Ji単純で、外見的?とはとるにたりな

いようにみえるかもしれないが，それが機械の使用の改葬や後;及に及ぼした影響はま

さにウォットの蒸気機関の改良によってもたらされたそれに匹敵するといってもいい

すぎマはないと信ずる。その漆入はたちまちあらゆる機械を完全にし，康{演にし，さ

らに発明や改良をど刺激することになった。-…・工系送り会?主導入されて支もなく自動

化怒れた。すなわ為，それは，っきそいの労働者の役話をはなれて一一それが把綴ず

る工兵があてられている頭?とそってあるいは阪と交援して一一運動できるようになっ

たj(pp. 238~239)。

以上の部分認， n部1~1863 年京稿J ノート XIX-1209 で，ほとんど全文

が引用され， 1"工具送り台は，一般的に入閣の手にとってかわったのであるj

(CTp. 473， 143ページ〉と れている。そして， ~資本論J における

り合についての記述 (MEW:Bd. 23. S. 405~S. 406， 502ペーのもこれにも

とづいているのである。

とのあと，本警は，この工具送り合が料用されている工作機械をI1翼次解説

してし、く。 iず中ぐり盤は「このたすけがなかったら在意の作動規模の蒸気

機関を製造することはできなかったJ(pp. 240-241)と{支援づけられる。

本論3のいう「原動機の窺造に龍男される監大な機械J(MEW.削.23. S. 405， 

501ページ〉であり，ざらI'C 1"中ぐり畿の工作部分は巨大なきりであって，

のきりは蒸気機関で重きかされるのであるが，また逆にそれがなければ大きな

燕気機関や水底壌のシリ γダーをさ主建ずることはできないので‘あるJ(MEW. 
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Bd. 23. S. 406， 502ベ…ジ〉と特徴づけられている。

設盤は「もっとも広く使舟されている機械であり，製造業者にとって絶対

的に必要である。……それは普遍的な錨舗をもった用具であり，実弟機械の

うちで，第1に重要であるJ(p. 241)という。旋盤はさらに忍ぶみ能盤 (p.

241)，機蹴旋盤 (p.242)，特殊碇盤 (p.243)にわけて説明されている。 F資

本論2では， [-機械旋盤は普通の足踏綾盤の直大な再生J(MEl号T.Bd. 23. S. 406， 

502ペ…めと特激づけられている。

このあと，形説盤について， iこの機械は，労{勤者の手のなかで設の患いど

おりにものた揺りだせる強力なナイブになるJ(p. 245)とのベ，さらに平際

盤を「大工が木材にたいしてかんなで仔なう全てのことをこの機械はその工

る鉄製の大工J(p. 245)と特徴づけているo!f'資本論jでも，1"大工

が木材の加工に使うのと同じ工具で鉄に加工する鉄製の大工であるJ(MEW. 

別.23. S. 406， 503ペーめと陪じ規定が行なわれている。また，ボール盤につ

いては， 1"対象が静止して工具が面転している点をのぞけば， たて裂の旋盤

であるJ(p. 247) とのべている。なお， 測長撲についてくわしく説傍して

(pp. 248~249)，最後に木工用機械についてつぎのようにのべている。

fそれはおもにブメジカでさ長まれたものである。かのE言"とは，われわれの函よりも

木材加工の機械はいっそう広範にさえ用いられていて，これらの機減は比較的小規模

の仕事務にい土いっこんでいる。かの障では，そ予の労働がはるかに高縦であるという

ことは，そ子で行なう作業はできるだけ減らされているという議突によって示されてい

ると， JE当にのべることがで診る匂草寺簡と労働をど節約してで、きるだけ少ない資潟です
みやかに成果なるげることに， init久性や仕上舎にたいしてよちも大きな徒主まが払われ

ている。分散した人口で多くの自然的障谷とたた虫わ注げまも枇らないとこ三では，

職人気質のエレガ~;;えではなく，デザイシの大目設さを求めるので、ある J (p. 250)。

プメザカの機棋についてとくに言及しているのは，この部分のみで

あって，第 I部がふれていた互換性の小銃と持取機会とっくりだした工作機(タ

レット譲盤やフライス蟻)についてはのべていなL、。マルクスは n861~1863

年草稿Jノート XIX-121lで，アメザカ技術の特設として木工用機械に主主詔

し， でも， 1"木材に加工する機械で小規模に使えるものは，たいて
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いは，アメリカで発明されたものであるj(MEW. Bb. 23. S. 407， 503ベージ)と

のべている。

本章の検討をおえるにあたって，工作機械発達史という点から本書の工作

機械をみておけば， 11850年には既に旋盤， 孔くり盤，ボール盤，平削盤，

形削盤，竪削盤，等が実用に供されていた」とL寸評価からいって，基本的

な工作機械群が，ほぼ出そろっていたとしてよいであろう。『資本論』第 13

章第 1節「機械の発達」との関連では，①工作機械の基幹性の把握，②機構

についての把握，③機械と道具の区別と関連，④「発達した機械j，1機械の

連鎖体系j，機械の「空間的集合」の規定， ⑤各工作機械の特徴把握， ⑥工

具送り台の意義，などはほとんど全て，本章の記述にもとづいてマルクスが

ひき出したものであるといってよいほど，決定的な役割を果しているのであ

る。

1)この部分は『資本論』で「道具と本来の作業機体との区別J(MEW. Bd. 23. S. 394， 

488ページ)として言及されている。なお，本書222ページから引用した部分は，

『審査報告~ (Rφorts， pp. 422~423 )からそのままとられている。この報告の作製

にウィリスが加わっていた。

2) S. Smiles ed.， James Nasmyth， Engineer， An Autobiography， (London， John 

Murray， 1912) pp. 231~242， 258~261， 330~332. 

3) H.モーズリ (Henry Maudslay， 1771-1831)以前にも工具送り台の起原をさかの

ぼることはできるが，モーズリの工具送り台にはつぎの3点の特徴がある。第1は

刃物で削った真平面，第2は三角形の刃物で、削った親ねじの正確さ，第3はスピシド

ノレベアリ γグの正確な回転である (R.S. Woodbury， History 01 the Lathe to 

1850， M. 1. T. Press， 1961， pp. 100~105)。

4)この木工用機械の記述は， w審査報告~ (Reports， p. 428)に同文がある。

5)奥村正二『工作機械発達史』科学主義工業社， 1941年， 40ベージ。

(5)ポγプ等の分析

第 6章「製造機械，第Nセクション，工芸に使用される機械j (pp. 251~ 

285) は，第 6クラスの残りの部分と第 10クラスの一部をあつかっている。

本章の大半はポンプを考察しているけれども，このポ γプは原動機に分類さ

れていないことが特徴である。
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':l: オランダで談員されたイギジス裂の蒸気排水機を紹介している

(pp. 252~253)。この部分は『資本論j において， 1人揚がはじめか

純な動力としてそれに機きかけるだけの道具jが f機械となるま

るJ(MEW刷制.28. S. 395， 489ペー内部としてとりあげられ， rたとえば，1836
~37 年にオランダ人がハレム謂を干拓するのに患いたポンプは，普議のポン

プの原理に詑って組み立てられていて，ただ人間の手の代わりに巨大な蒸気

機関がそのピスト γ合 していただけだっ (MEW. Bd. 23. ~弘 395， 490 

ベージ〉と記議されている。

とのあと，イギリスにおける諜気排水機欝についてのベ(p.話4)，

つぎに高効禁容のアボルド(JohnGeorge Appold， 1800-1865)の遠心ポンプを説

閉している(pp.255~259)。さらにポンプ以外の水証機関として，水圧ラム

(p. 263)などをr穀介し，水流利用からさ安気の流れ利用への過渡形態の機械と
して，遠心洗たく乾燥機 (p彊 266)，ソ…夕、.水機械 (p. 267) について言及し

ている。つぎに空気の流れな利用する議械として，まずふいどの改良(空気

機めの改良)(p. 272)，送浪接続 (airmachine) (p. 273)，遠心ポンプ東理の送

風機 (blowingfan) (pp. 274~275)，空気ポンプ (pp. 276~277) などをあぜ

ている。以上の部分の記述は， w資本論jにおいて， 1鍛冶ごEの後う普通の非

常に不完全なふいどが，今なお時おりイギリスでは，ただその柄会蒸気機関

に結びつけるだけのことで，機域的なさ主気ぷ γプに君主えられることがある」

(MEW. Bd. 28. S.3鉱 490ペーめと喪われているが， ふいごにとってかわっ

たのは，強気ポンプではなく送風機であるお.275)。この地，ふいどと送風

装置について， 1，.....'"当初は生i素手設のE甘い形態がどんなにその新しい形態

をう芝恕するかは霊長鉄惑の近代的送風装援と普通のふいどの最初の不

細工な機械約再生との， ほんのうわっらだけの比較によっても示されるJ

(MEW. Bd， 23， S. 404，泊。ページ，主主103)ともいわれている。

このあと，本繋は送風機が利贈されている製粉機やそれと関連して， ピス

ケットやパンの製造機を揺介している。これらがプりマスの王立浴室容造船所

れていた(pp.278~280) のは興味深いことである。そして，
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にレンガ製造機 (p.281)，砂とうきび粉砕機(p.282)などを解説している。

本家であつかっているポンプやふいご，製粉機などは， w資本論』と

℃守主， r人簡がはじめからただ単純な動力としてそれに働きかけるだけの道
具jが「機械となるまでに成長する」典型鍔を提供している。

(6)礎学器械の分析

第7章 f理学器械J(pp. 286~349) 札博覧会の第 10 クラス f理学器械

と〈その箆舟による諸過程をふくむ〉雑多な装援，安楽F器具，時計用具，音

響用具，外利用具jに対応している。ここで、いう理学器械とは，支文学，光

光，熱，電気，電磁気，音響学，気象学に関連した用具であって，

分折装費や計算機もふくんでいる (Reports，p. 51針。

本意ははじめに r2役紀という待の経過が，科学の進歩v::.， そLて科学が

使用する諸用具に驚くべき変化をもたらしたJ(p. 286) とL寸。「理学器撲

は，必然的に，最初はおそろしく粗製で構造も簡単をきわめたものだったJ

(p. 288)が，現在で、は「蒸気議関と宝章{言は，自然科学に負ケ亡いるJ(p. 290) 

段階になっている。このように， r人類の利益の多くは， 自然科学の完成を
ともなっており，必然的な結巣として，科学的真理がそれによって関らかに

される手段，つまり理学器械の完成をともなっているJ(p. 290)。

すなわち，新しい技術は科学の発践に負うているが，この科学の発展岳体

が理学器械という技術に規定されるという抱擦である O そして，

製に関連して， rこの望遠鏡の金麟部品の鋳物は，しっかりして正確な製作品
のすばらしい見本であるJ{P.314)とのべ，自動尽盛り機合結介して (p.319)， 

浪学器械自体が正確につくられる重要性を強調しているoそこでマルクスは

n861~1863 年草縞』ノート XIX-1l85 でとれなうけて， r機械や理学務棋

の諸要素を製作する場合は -J様性や形状の数学的議密性などがなおいっそ

う護要になる。この場合は…・・作業畿械にゆだねることが，成長の7](準な

決めるのであるJ(crp.益39，89ぺ…ジ〉とのべている。しかし， W'資本論』

にいたると，この理学器械について直接ふれている部分はみあたらない。

さてヱド蓄は具体的な{例をつぎのようにとりあげる。まず，写真 (pp.291~ 



『緒、溜民の綾業』と F資本総3 苦言凶 111 (651) 

299)に関連して， 立体鏡 (p.300)， 偽体鏡 (p.301)，焦点距離、測定器 (p.

302)を説拐する。そして，様々な望遠鏡(pp.304~319) と霊員数鏡(pp. 320 

~322) を考察し，つぎに と関議づけてJ(p. 327) J. p.ジ品

ーノレ(JarnesPrescott Joule， 1818~1889) の電磁石を検討しているの具体例とし

て，海底電信，指針支え電信機 (p.332)， ~則電話畿 (p. 334)， W.G.アーム

スト口ング (WilliamGeorge Armstrong， 181O~ 1900)の永久磁石の水力発電器

(p. 339)， (自 (p. 342)，気臣計 (p.343)，鋳貨天びん (p.348)

などを紹介している。

竜王義気の利用として，主に電信念とりあげているのは，当時としては，

番実用化されていた王子野であったからで、あろう。ところで本塞が電磁気の法

郊をどのベた部分(p.329)は， w資本論jでつぎのように密F隠されている。

下電流の作用範関内では磁針が偏向することや，潟囲に権流が溺じていれば鉄事こ磁

気が発1'.ずることに関剛Fる法則もひとたび発見されてし支えば，一文の縫汚もかから

ない。しかし，これらの法縦攻電備などに利汚するためには，非常に否認績で:大仕掛け

な惑を置が必議きであるJ (MEW.‘Bd. 23. S. 407， 504ベージ)。

文中の f非常に高鍋で大役掛けな装量Jという部分は， かつては

「とくに化学的研究においては，費用のかかる擾雑な装置は本震的に必饗で

はなかったJ(p. 288)という記述な，マルクスなりに文脈をかえて使ったも

のである。しかし，マルクスの使沼法は本意の趣旨すなわち科学の発展自体

が理学機械という技術に規定されるとし、う把握にそうものであるつ

第 8章「ガラスと議器製品J(pp. 350~385) は第 24， 25グラスに対応し，

会種の「ガラスと磁器製品Jとその製造法について解説している。マルクス

はこの章については， n861~1863 年幕議J で抜粋していない。しかし， w資

12章務3節におけるガラスマニ品ブァクチュアの倒 (MEW.Bd. 23. 

s. 367~S: 368， 455~456 ベ…ジ)は， 本主誌を素材の 1つにしている可能性が強

L 、。

1) W饗金報告JIでは， r電滋気を機械の運動に利用ナることJ(Retorts， p. 614)に分

類されている。
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(7)鉄ベン製造業の分析

第9議 f金物製造業J(pp， 386~41O)は第 22 グラスに対応している。金物

とは「ブリキかん，シチ品ーなベ，茶盆警やかん， 炉i忍鉄主義，鉄ベンJ(p. 386) 

などである。ヌド章は家ず金物製造業の大中心地のパーミンガムについて，

れが実用物の重鉄小金物 (HeavySteel Toy) と装飾用の駿鉄小金物(Light

St討すりがに思別されるという (p，387)。重鉄小金物産業で、最大数の労輸省

に職を与えている製品は， ハンマーと靴製議兵である。「パーミンガムで、つ

くられているハン?…は，それぞれなんらかの特殊な手仕事に適合さぜられ

ていて，その種類は300をくだらぬといわれているJ(p， 388)。

さてマノレグスは n861~1863 年草稿J ノート XIX-1177 において，

の専門化と分化の実関jとしてこの部分を引用し， w資本論』第l巻第12

第2欝でも.rc労働手段)の分{とと専門{ととがマニ品ブアグチュアを特徴づ
るのである。パーミンガムだけでも約ら00種のハンマーが生議され……j

(MEW， Bd. 23， S， 361， 448ペーめとのべている。もっとも，本章と F資本論』

とでは，ハン?ーの数がことなっている。

本主きは軽鉄小金物の例として鉄ベン華美造業さととりあげ，その工餐と f6つ

の工程宏一度に遂行するJ(p， 394)機械についてくわしく説拐している。こ

の部分はマノレクス n861~1863 年草稿』ノ…ト XIX-1178~ 1179で， f鉄ベ

ン製造業。議初は分業。それから機械による生産Jとして抜粋され 11資本

論』では熊13童家第8節において， r大工業によるマニュブアグチ旦ア，子二E

家内労働の変家jの例としてとりあげられているo(MEW， Bd. 23， S. 484 

~S. 485， 600~601 ベージ}。

この鉄ベン製造機は， ニaブアグチュアからあらわれる議棋Jのうち

九iらぱらな諸作業にかわった1台の護雑な機械J(XIX-1l87， CTp. 443，部

ページ〕の lつである。このあと，本警は「鉄ぺγの能用に必要なJ(p. 395) 

こまごました品物にふれ.:その他， ピン章受議 (pp，395~396) ， ブリ"'"加工

(pp. 400~402)，メッキ (pp ， 405~406) などな設現し，最後に値下ぜ競争と

粗悪品の問題 (p.408)に替及して本書をおえてL、る。
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本章を『資本論』との関係でみれば，鉄ベン製造を典型として，マニュファ

クチュアから機械への移行過程の素材を提供したものということができる。

1)パーミシガムの小金物，鉄ベγ製造業については， S. Timmins ed.， The Resour-

ces troducts， and lndustrial history 01 Birmingham and the midland 

hardware district， (London， Robert Hardwicke， 1866) p. 216， 633 ff参照。

2)ノート XIX-1180で， 11つの工場[生産]が別の工場[生産]を呼び起こす例」

(CTp. 433， 79ページ)と規定されている。

V総括

『諸国民の産業』第E部の各章ごとの紹介と，マルクスによる利用法を検

討してきた。これをふまえて， ~資本論』に定式化されている機械技術の歴

史的段階規定を明らかにし， 以上を通じて『資本論』第 1巻第 13章第 1節

「機械の発達」の意義と限界の確定を行ないたい。

これまでの検討によって， I機械の発達」の内容は， 技術史的部分の一部

(これはポッべなどの検討の成果)と，機械学的部分の一部(これはユーア，

パベジ，ウィリスなどの検討の成果)をのぞいて，そのほとんどの部分は，

機械学の理論においても，また具体的な機械の特徴と機能の把握においても，

『諸国民の産業』第E部にもとづいていることが明らかになった。

まず， 化学工業や製鉄・非鉄金属精錬などの装置産業に関連して， ~諸国

民の産業』は，第 I部後半と第H部第1章でくわしく分析を行なっている。

そこでは製鉄については，高炉・パドル炉・圧延法とつるぼ鋳鋼塊が示され

ていたが，転炉法は未しであった。マルクスはこれについては， n861~1863 

年草稿』と『資本論』においてまったく言及していなし、。『資本論』の「労

働過程」論においては，ユーアの『技術辞典』などを参照したとみられる「生産

の脈管系統J，I容器としての労働手段J(MEW. Bd. 23. S. 195， 236ベージ)と

いう一般的規定はみられるが， I機械の発達」論ではこれに対応するものは

みられないのである。これはマルクスの関心が主に機械的労働手段にあった

ことを示しているといってよいであろう。したがって，機械的労働手段との関

連において化学的装置の特性と発達を分析する課題はのこされたので、ある。
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第乏に， fi葉動機の考察の対象は，大部分が蒸気機関にあ"てられているが，

F資本論jは r議罷民の産業Jにしたがって，熱空気機関や電磁気機関につ

いての評価をひきついでいる。熟空気機関は実毘fとされず，のちにガス・タ

ピンにその原援が生かされ，電暖気機関はその完成誌のちに持ちこされる

ので、ある O したがって，内燃接関と電力についての本格的分析は当然ながら

はたされなかったのである。

3 fこ，

械の

における「機械の自動体系jや「機識の連鎖体系J，壊

などの規定は，当時の議総関係の諸機械と製紙機敏を典

翠として，これにもとづいていることが切らかとなっているO 自動化， i臨雲寺

停止器Jなどは繊維や紙などの累料の段階的加工が奥製併で委したがって自

動化の種類としては一番容易なものであって，機械加工や機械組立の自動北

は時題となっていない段階である O

4に， 1850年ごろすでに出そろっていた基本的工作機械についての，す

ぐれた機誠学的検告をふまえた t諮問誌の産業2の分析は， w資本総j にお

ける，お工作磯撲の基幹投についての把握，ミ号機構についての詑援，立号機械

と道兵の区灘と関連， i発達した機械J，r機械の連鎖体系ム機械の「空間的
の規定，争各工作暴露械の特徴把握，母工具送り など

の基礎となっている。しかしマルクスが住召していたアメリカの互換性の

刈取壌や小銃などの基礎となった工作機棋〈フライス穣，タレット範譲，研

都盤など〉についての分析は『諮愚民の産業iにはみられず， したがって

『資本論Jにもあらわれていなし、。

以上が f諸国民の産業J 分析をふまえた F資本論~ r議械の発議J論の意

と浪界で、ある。この他， i;畿按の発達j 論との関連で確認しておかねばな

らない点をつぎにあげておこう。

第1に， w諸鴎民の産業』第6章「工芸用機綾」であつかっているポンブ

やふいご， 製粉識などは， r人鴎がはじめからただ単純な動力としてそれに

畿きかけるだけの道具Jが f機械となるまマに成長するj典型部を提供して

いる。しかし，とれらはいうまでもなく よびおこさなかった機械
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の系列の機械であった。

第2に， ~諸国民の産業』第 7 章「理学器械」は， 科学の発展自体が理学

器械とし、う技術に規定されるとし寸把握を示している。 これは， ~資本論』

において，機械による機械の製作の重要性として定式化され，また科学法則

利用のさいの装置の費用性の問題として認識されている。

第3に， ~諸国民の産業』は， 各種の機械を手労働との対比で解説してい

る。このため封筒製造機械，活字鋳造機，鉄ベン機械，ガラスマニュファク

チュアなどの分析は， ~資本論~ I分業とマニュファクチュア」論のゆたかな

素材を提供するものともなっているのである。




